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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私たちの身の回りには不思議な自然現象がたくさんある。その自然現象に関する疑問に対して論理

的に考えて、理解していくことに物理を学ぶ楽しさがある。物理では運動の表し方から、原子に関

する分野まで学習する。学習方法としては、基本法則や概念を整理し、慎重に計算し、反復練習す

ることが必要である。 

 

２ 学習の到達目標 

1. 基本的な概念や原理・法則を理解する。 

2. 物理的な事物・事象についての観察、実験や課題研究などを行い、自然に対する関心や探究心

を高める。 

3. 科学的な自然観を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・自然の物理的な事物・

現象について関心、探究

心をもち、意欲的にそれ

らを探究するとともに、

科学的態度を身につけて

いる。 

・自然の物理的な事物・

現象に問題を見いだし、

実験・観察などを行うと

ともに、物理学的に探究

する能力と態度が形成さ

れ、基本的な概念・法則

を理解し、科学的な自然

観をもつことができる。 

・実験の過程や結果及び

そこから導き出した考え

を的確に表現することが

できる。 

・自然の物理的な事物・

現象に関して観察・実験

技能を習得するととも

に、それらを科学的に探

究する方法を身につけて

いる。 

・観察・実験などを通し

て、自然の物理的な事

物・現象に対して、基本

的な概念や、原理・法則

を理解し、身につけてい

る。 

評
価
方
法 

・現象に興味関心を持ち、

意欲的に調べようとする

態度を身につけている。 

・さらに複雑な現象につ

いても調べようとしてい

る。 

・基本法則を理解し、そ

れらを応用して様々な現

象の解析に発展すること

を理解できる。 

・現象の特徴を考察し、

表現できる。 

・基本法則の関係性を理

解し、実験を計画し実施

できる。 

・実験を通じて、様々な

物理量の関係性を導くこ

とができる。 

・適当な法則を用いて、

自然現象を統一的に理

解できる。 

・自然現象が様々な法則

によって物理的に解析

されることなどについ

て理解できる 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 

評価方法 
a b c D 

 

１
タ
ー
ム 

さ
ま
ざ
ま
な
運
動 

１節 平面内の運動と

剛体のつり合い 

 

○    a:運動とエネルギーについて、基礎的な見方や考え方を整

理し、見かけの異なる運動に当てはめて考えることができ

るか、運動を調べる際に共通する方法を用い、さらに複雑

な運動についても調べようとしている。 

b:力学の基本法則を理解し、それらを応用して様々な運動

の解析に発展することを物理学的に理解し、未知の運動を

予測できる。 

c: 運動の相対性の視点から運動現象を観察でき、実験を

考案できる。複雑な運動が基本的な運動のどのような組み

合わせによって生じているのかを理解して、実験を計画で

きる。 

d: 運動の法則、運動量保存の法則、力学的エネルギー保

存の法則を用いて、運動現象を統一的に理解できる。観察

する立場による慣性力の存在や、万有引力により宇宙が力

学的に解析されることなどについて理解できる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 
２節 運動量の保存 

  

   ○ 

３節 円運動と単振動 

  

  ○  

4 節 万有引力 

 

○    

5 節 気体分子の運動  ○   

２
タ
ー
ム 

波 １節 波の伝わり方 

 

○  ○  a:いろいろな波の現象の存在に関心を持ち、音や光などの

身近な現象を波動として捉えようという意欲を持つ。 

b:振動が伝わる事象に対し、その事象に相応しい量を見い

だし、波を表す量的関係およびグラフを用いた理解ができ

る。 

c:波動の特徴的現象としての干渉・回折を、水面波・音・

光の様々な具体例の観察・実験から理解できる。 

d:波長と振動数を用いた式が理解でき、重ね合わせの原理

を用いて説明がつく様々な現象を、その生じる条件の違い

をもとに区別して理解できる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 
2 節 音 

 

 ○   

3 節 光    ○ 

３
タ
ー
ム 

電
気
と
磁
気 

１節 電荷と電場 ○  ○  a:電場と磁場の捉え方が様々な電磁気現象に

共通することに興味を持ち、総合的に捉えよ

うとする意欲を持つ。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー



２節 磁場と電流  ○   b: 電気と磁気に関する基本的な概念や原

理・法則を理解できる。またそれらの概念や

原理・法則を用いて系統的に考察し、様々な

物理量の関数関係をグラフで表現できる。 

c: 物体の中の電荷の振る舞いや、電流の変

化、磁場の発生などについて観察でき、実験

を再現できる。電流計、電圧計、検流計、デ

ジタルマルチメーターなどの測定器を正しく

使える技能が身についている。 

d: 電気と磁気に関する基本的な法則を系統

的に理解し、交流や電磁波の基本的振る舞い

について知識を持ち、理解できる。 

クシート 

観察・実験 

定期考査 

３節 電磁誘導と

電磁波 

   ○ 

４
タ
ー
ム 

原
子 

１節 電子と光 ○ ○   a: 目に見えない原子がどんな振る舞いをし

ているかについて関心をもち、20 世紀の物理

学の研究対象となった原子と原子核について

意欲的に学ぶ態度を身につけている。 

b: ・光電効果やコンプトン効果を理解する際

に、物質の二重性を新たに考えるに至った思

考ができ、１９世紀までに解明された物理現

象とは異なる発想を取り入れて新現象を理解

するに至った経緯が分かる。 

c: 真空放電、陰極線、光電効果、X線と電子

線の回折像を実験として理解でき、原子配列

や電子・X 線の波動性・粒子性の理解に結び

つけることができる。 

d:現代物理学の発展と、技術革新、エネルギ

ーの未来などについて、基本的な知識を持ち、

物理と社会の関係について的確に理解でき

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

２節 原子と原子核   ○ ○ 

物
理
学
が
築
く
未
来 

1 節 物理学が築く未

来 

   ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


